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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第2回法人研修

日時：本日17:30～18:30　場所:4階メモリアルホール

テーマ:｢感染症関連｣～食中毒等の予防基本事項について～
講師:感染対策委員会委員長
・6/30付の経過録、疾患別診療計画書の提出期限が7/8(金)17：00。作成し終えたら、小嶋まで報告するように。
・7/8（金）16：20～田名部浩平様のサービス担当者会議を開催。担当：馬場

・体験利用をした際は、利用中の様子等を関係部署にメールで報告するように。
例）野月利章様→北病棟、北病棟SGM・JGM、SWチーム、青山荘
・根地戸恵様について三浦PSWより情報提供がある。医師より、デイケアの利用を勧められているとのことで7/8（金）9：30～15：00までの体験利用予定となっている。枠組みを守ることができないことで病状が悪化する可能性が考えられる為、枠組みを守ることができるようにアプローチをしてく。

・

＜利用者様情報＞
デイケア
・川村　享　様～昨日は不眠で八戸赤十字病院を受診していたが、本日はデイケアを利用しており、不眠や不調の訴えはない。
・繁名　和恵様～来所時より不調を訴えており、早めに帰ることを希望していた。医師に相談してみるように伝えると、医師との面談でも不調を訴えている。帰る前までは表情冴えず、ボソボソと話をしていたが、帰り際には表情は明るく、不調を訴えているにもかかわらずピースサインをしている。
・福井　彩　様～交際相手と結婚し、苗字が寺沢から福井に変更となっている。本日は、デイケアを利用せず、近況報告のみしており、仕事に関してはシフトがいくつかあり、覚えるのが大変ではあるが、「まぁなんとか大丈夫です」と話している。7/13（水）デイケア利用予定としている。
・本多　富美様～南部町から送付されてきた障害者に関するアンケートをスタッフとともに記入をしている。また、手帳に貼るシールも送付されており、スタッフと一緒に確認しながら貼ることができると、「すっきりしました」と話している。以前、川崎市で働いていたことから、神奈川県から年金関係の書類が届いており、病院SWに聞いてみるようにアドバイスをしている。
・金田　光希様～本日、デイケアの体験利用予定日となっていたが、連絡なく欠席している。本人の携帯電話に連絡をするが電話には出ないため、青明舎と三浦PSWに情報提供をしている。乗り気ではないものに対して、拒否的な姿勢（電話に出ない等）を見せる経緯が過去にもあったため、本日もデイケアを利用したくない思いがあった可能性が考えられる。母様にも連絡をしているが、留守電になったため、来所していないことを留守電に残している。

デイナイトケア
・千葉　輝夫様～昨日の歯磨きを拒否し、不機嫌となった件に関して息子様に報告をしている。睡眠が関係している可能性があることを伝えると、「睡眠が浅いのはあるかもしれません。ソファで寝たり、電気をつけたまま寝ていることもあるので」と話している。また、不機嫌さについては、「テレビが影響することもあるみたいです。視聴者の感情を逆なでするような番組を見てると、それに移入してその感情を引きずっているようなことがある」との話がある。精神症状や情動面での変化があった際は、環境との関係にも注目していくこととする。

・稲垣　ふき様～作業療法で塗り絵を出しているが、「目が疲れて出来ない」と話し、ドリルを見て過ごしている。目以外にも「肩凝りや腰痛もある」と話しており、原因について「薬が変わったからかも？」と話している。青風荘、医事に変薬について確認していく。また、身体的な訴えが多い際は、外出したい等の隠れた希望を持っていることがあるため、言動の背景にも注目していく。
ナイトケア
・八木橋牧雄様～昨日スタッフと話し合い、本日の断酒会に参加する予定となっている。自助グループに対しては否定的で通っていなかったため、断酒の3本柱を実行できるように、断酒会に参加したことを支持していく。
＜外来情報＞
・細谷地与蔵様～何で来たかと交通手段を聞かれると、「車で来た。いや歩いてきた。…わからなくなった」と話している。
・平　京子　様～眠気はなくなったが、眠れなくなったと話しており、ハルラック（0.25）→（0.125）に減薬となり、ブロチゾラム（0.25）が新たに処方となっている。採血の結果HbA1cは7.0で変化はないが、食事に気をつけるように指導を受けている。
・番沢　政勝様～バス券の手続きに行き、外食したことを報告している。
・淡路智恵子様～冨田紀子様と喧嘩したことを報告し、他の住居について話している。今すぐに引っ越すことが出来るような場所はないため、仲良くやっていくように指導を受けている。
・村上　元道様～睡眠はとれていることやお盆は実家に帰らないことを報告している。
・我満奈津紀様～「娘もデイケアでエアロビをさせたい」と相談をしている。医師より、デイケアのスタッフと相談するようにアドバイスを受けている。
・繁名　和恵様～医師に体調不良を訴えている。内科薬のナウゼリンとアンブロキソールが除剤。ジアゼパムも今後減薬予定となっている。
・藤村　翔　様～抗精神薬の多剤併用のため、クレミンが除剤となっている。
・高柳　和子様～抗精神薬の多剤併用のため、ドグマチールが除剤となっている。

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年7月6日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：赤坂・工藤　　　　　　　

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	齊藤　良宏様
	性別
	男
	年齢
	84歳
	生年月日
	S7年6月18日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	不整脈

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の維持

	家族希望
	現状の維持、日中の活動

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H28年6月20日～現在（週1回/月曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：

自宅
	家族構成：

次男（同居）
長男、長男嫁（長男夫婦は本人宅の隣に在住）

	利用制度
	なし

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法などへの取り組みから認知機能低下を防止していく。

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。また、トイレなど施設内の把握が曖昧な為、所在の確認をおこなっていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・6/20よりデイケア利用開始。送迎はご家族のため、問題なく通所している。

・記銘力の低下が目立っており、体験利用を含め複数回来所しているが、「初めて来た」と話している。通所後、間もないことと上記状態の為、1日の流れの把握が困難。促されることで参加できている。参加後は、促しにて発言する様子見られている。

（達成度30％）
	・現状維持できるようにしていく。

・スタッフからプログラム参加を促し1日の流れに慣れていただく。本人と話し合い、要望を取り入れながら認知機能の低下を防止していく。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温・服薬)は、忘れていることが多く、スタッフ声掛けにて行っている。施設内の把握が曖昧で、トイレの場所が分からず廊下を探して歩いていることあり。スタッフから声をかけ、案内している

・来所後は穏やかな表情で過ごしている。1人で過ごしていること多いが、他者からの話しかけには穏やかに応じられており他者交流に抵抗はない。

・（達成度30％）
	・自分からスタッフへ声を掛けられずにいる為、繰り返し遠慮なくスタッフへ聞いてよいことを伝えていく。

・迷っている様子が見られた際は早めにスタッフ側から確認をするようにする。また、施設内の把握が曖昧な為、出入り口のドアを開ける可能性がある。所在の確認を行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。また、トイレなど施設内の把握が曖昧な為、所在の確認をおこなっていく。


